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問題と目的 
1．中高齢期以降に起こりやすい問題とその対処 
中高齢期以降は若い時期とは異なったストレスを伴うライフイベントや日常的ストレス
を体験しやすい(下仲，2007)ため、若者とは異なる葛藤をかかえやすい。その例として、「体
力の衰え」、「病気」、「死」などの“統制困難な出来事”(竹村ら，2013）や、「自身や家族
の大きな病気やケガ」、「親しい者との死別、暮らし向きの急変（収入の減少や大きな借金）」、
「夫婦間や家庭内、友人・隣人とのトラブル」が挙げられる。また、小西（2013）は、こ
れまで高齢者の心理臨床において扱われてきた主な高齢者に特徴的な問題として、「身体機
能の低下(脳機能の低下を含む)」、「親しい人(配偶者や同胞、友人等）との死別)、「独居の
不安」、「役割の喪失」、「社会的孤立」、「経済上の不安」を挙げ、若者とは異なる高齢期以
降の問題として広い意味での喪失体験を挙げている。 
これまで、中高齢期以降に体験しやすいライフイベントやストレスに対する日常場面で
の対処行動の研究は、寿命の延びや高齢人口の増加に伴い、中高齢期以降の精神的健康の
増進や心理的不調からの回復、精神的不調に陥ることの予防を目的として進められてきて
おり、その対処の傾向や特徴が明らかになってきた。 
まず、中高齢期以降のライフイベントでは、「身近な人間や自身の疾患」や「死別」「経
済的問題」に関しては他者に相談すること(坂田ら，1990)がストレスの低減に役立つこと
や、ライフイベントの種類にかかわらず、中高齢期以降は静観・自己制御・価値の切り上
げといった回避的対処をとりやすいという報告がされている(東京老人総合研究所心理学
部門，1996，2000)。 
次に、近隣との人間関係や身体症状のような日常生活でのストレス場面に対する対処行
動について、中村ら(2004)は次の 4つの型に分類している。1つ目は他人に話を聞いてもら
うなどして積極的に自身の情動的苦痛を低減するという「カタルシス」、2 つ目に対策を立
てたり、情報を収集するなどして積極的に問題解決を試みる「計画立案」が挙げられる。
これらは問題に対して接近することで、自身の情動あるいは問題自体に対処しようとする
型である。次に、3つ目に問題についてあまり考えないようにして、問題から回避すること
で情動的苦痛を低減させる「回避的思考」、4 つ目に放棄したり諦めることで問題から回避
する「放棄・諦め」が挙げられる。これらは問題から回避することで、自身の情動あるい
は問題に対処しようとする型である。中村ら(2004)は、実際はこれら複数の方略を組み合
わせて実施される場合が多いが、単に多くを行えばいいのではなく、問題に合った適切な
方略が用いられることが重要であると指摘している。 
以上から、中高齢期以降に起こりやすい問題やストレスに対しては、一部では積極的に
問題に対処しようとする対処方略が見られる一方で、問題ではなく自身の不快な情動に対
処する方略や問題から回避することでストレスに対処する方略も多くみられることが明ら
かになってきた。下山ら(2005)の述べるように、問題そのものの解決よりも、問題が生じ
ることによって害される自らの気持ちの安定に重きを置いているという結果が見られるも
2 
 
のもある。 
 
2．本研究の目的 
これまでの研究の結果から、中高齢期以降に起こりやすい問題に対する対処についての
研究は進んできており、中高齢期以降では回避的対処をとりやすい傾向はわかってきた。
しかし、これまで、臨床心理学や教育心理学の分野において、気晴らし方略や援助要請行
動の回避、セルフハイディキャッピング等の回避的な対処はストレス状況の解決や情動の
緩和を阻害すると主張されてきた(村山・及川，2005)。それは、回避方略はストレス反応
としての不快情動を強め、具体的な問題解決を先送りにするため非適応的だからである。
その他の研究においても、気晴らしを含む回避型の方略を用いるほどより強い不快情動を
経験すること(Steil＆Ehlers，2000)が見出された。また、DiBartolo ら(2001)によると、
ストレス状況に向き合う対処方略や解決に役立つ方略はより適応的だと指摘されている。
このように、気晴らしなどの回避的な方略は⑴不快情動を深めること、⑵問題解決を遅ら
せることから、一般的には非適応的であるとされることが多い。 
では、中高齢期以降の日常場面において一般的にみられる回避的なやり方での対処行動
は、物事の解決には役立たない望ましくない対処なのだろうか。これまでの研究では、問
題やストレスに対してどのような対処がとられているか、ある問題にはどのような対処が
有効かという問題を中心に扱ってきたため、今までは次の点が十分に考慮されていなかっ
た。それは、問題やストレスに対して対処行動をとる個人が、なぜそのような対処を行う
かという個人の意図や意味づけの問題である。 
上記の問いについて考えるため、対処行動の種類やそのような対処行動を取ることによ
ってもたらされる結果の検討のみでなく、どうしてそのような対処を選択し、そこで個人
は何を目指しているのかという個人の内的過程まで含めた検討が必要である。これにより、
どのような対処が高齢期以降の問題対処には重要か、その本質がより明確になると考えら
れ、このような研究が進んできた目的である、中高齢期以降の心理的健康の増進にも寄与
できる可能性があるためである。そこで、本研究では、具体的な生活において生じている
問題とそこでとられる対処行動に焦点を当て、より具体的な文脈の中で個人の意図や意味
づけを理解することを目指した。 
このような問題から、本研究では、50歳以上の女性へのインタビューにおいて語られた、
現在の生活で抱えている(あるいはかつて高齢期に抱えていた)問題や葛藤に対する対処行
動とその意味づけの過程に注目し、その対処行動をとることの意図や意義について検討す
ることを目的とする。高齢期というと一般的に 65歳以上を指すが、これまでのレジリエン
ス等の研究では中高年と高齢期は 50歳以降でまとめて論じられることが多かった。そのた
め、本研究でも対象者は 50歳以上の中高齢者とした。 
本研究では、上記の目的に即し、以下の 2つの点から検討する。 
まず、研究 1においては、研究協力者が抱えている(あるいはかつて中高齢期に抱えてい
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た)問題について、語りの内容を引用しながら問題の内容をまとめることで、本研究の議論
の範囲を明確にする(分析 1)。また、次に、分析 1で語られた問題やそれに伴う葛藤に対し
て、研究協力者がとっている対処行動について分類し、各対処の特徴を示す(分析 2)。続く
研究 2 においては、分析 2 で語られた対処行動を行う理由に注目し、個人が持つ対処行動
をとることの意図や意味づけについて検討する。 
 
 
方法 
1．研究対象者 
 中高齢期以降に当たる 50歳以上の女性 4名である。協力の依頼は、研究者が直接知人に
研究の協力を依頼するか、知人を介して研究協力を依頼した。研究依頼の際には、研究参
加依頼書をもとに研究の目的や考えられるリスク等について十分に説明を行い、その内容
を承諾した上で、同意書に署名した者を研究協力者とした。4名の協力者の年齢と生活の概
要は以下の通りである。 
 
表 1．研究協力者の年齢と生活の概要 
A(55) 女性。夫とは 15 年前に離婚。シングルマザー。大学生と社会人の娘がおり、大学生の娘と 2 人
暮らし。これまで様々な職についており、現在は産業廃棄物の運搬の仕事をしている。正社員の
仕事の少ないことや借金の返済があることから、経済的困難があると語っている。 
B(53) 女性。自営業で美容院を営んでいる。娘が生まれてすぐに離婚しており、シングルマザー。現在
は、70代の母と暮らしている。娘は自立して 1人暮らしをしている。経済的困難があると語って
いる。また、店をやりながら、老齢の母親や病気の妹の通院等で面倒を見なければいけない大変
さも語っている。 
C(79) 女性。夫とは 40 代のころに離婚しており、再婚等はしていない。現在は 2 人の娘と暮らしてい
る。家ではほとんどの家事を担当しているが、脚に痛みがあり、がんの手術もしたことで、主に
身体的困難を感じている。また、かつての親戚関係での不和についても語っている。 
D(90) 女性。夫とは 60代の時に死別している。現在は 2人の息子と暮らしている。腰の痛みに始まり、
足にゆがみがあり歩きづらいこと、体調不良の起こりやすいことなど、身体的困難を感じている。
また、かつては嫁いだ先の姑との関係が悪く、苦しんだことを主に語っている。 
 
2．手続き 
 研究者が協力者に個別で半構造化面接を行った。インタビュー調査は、2017 年 7 月から
10 月にわたって行われた。場所は各協力者の希望に合わせ、すべて研究者が協力者の自宅
に赴きインタビューを行った。1回目の面接時に各協力者に対して再度研究の目的と流れに
ついて説明した。面接の内容は承諾の上、IC レコーダーに録音した。インタビュー調査は
1 回 60～120 分で、各協力者 3～4 回行った。1 回目の面接終了時に、このようなインタビ
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ューを 3～4回程度協力してほしいことを再度伝え、同意を得たうえで次回からの面接を設
定した。面接の終了後、インタビュー内容で逐語録を作成し、分析のための資料とした。 
 
3．面接の質問項目 
面接の質問項目は、研究の目的に基づいて研究者が作成した。主な内容は、現在と過去
を含めた 50歳以降の葛藤についてであった。70歳以上の協力者には過去の葛藤についても
聞き取るため、質問項目 3 を設けた。以下では、この中高齢期(50 歳)以降の葛藤について
の質問への回答を分析の対象とする。 
 
 表 2．協力者への主な質問項目 
質問項目 質問の目的 下位質問 
１．現在の生活状況 協力者の生活の全体的様子や、中心的な活動
の把握のため 
・起床時間など、全体の生活の流れ 
・生活の中での中心的な活動 
・余暇や空いている時間の過ごし方 
２．現在の生活で困難に
感じることとその対処 
現在の生活において大変に感じることの把握
のため。また、それに対する対処の仕方の把
握のため 
・現在困難に感じていることは何
か。 
・そのような困難・問題に対して行
っている対処は何か。 
３．協力者のかつての困
難な体験とその経過(70
歳以上が主な対象) 
70歳以上の協力者が過去に抱えていた困難や
問題への対処を明らかにするため 
・かつて抱えていた困難はあるか。 
・その経過やその時行った対処は何
か。 
４．その対処を行う意図
や意味 
ある対処行動を個人がどのような意図で、そ
のような対処を取るのかを明らかにするため 
・そのような対処を行うのはどうし
てか。 
 
4．倫理的配慮 
 本研究は、首都大学東京の研究安全倫理委員会で承認を得て実施した。 
 
 
結果と考察 
研究 1．高齢期以降に抱える困難とそれに伴う葛藤への対処行動の検討 
 研究 1 では、高齢期以降の葛藤に対する対処行動を検討する。そのために、次の 2 つの
分析を行う。まず、分析 1 においては協力者から語られた困難の語りの内容をまとめ、そ
のカテゴリーを示した。次に、語られた困難に伴う葛藤はどのようなものかを分析し、本
研究で扱う問題の特徴と範囲を示した。続く分析 2 では、分析 1 で語られた葛藤に対して
協力者がどのような対処行動をとっているのかを KJ法に準ずる方法でまとめた。 
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分析 1．協力者の抱えている問題の分類とそれに伴う葛藤内容の分析 
 
表 3．協力者の語った困難のカテゴリーと出現の有無 
カテゴリー A B C D 
経済的困難 〇 〇 × × 
身体的衰え × × 〇 〇 
人間関係(家族・親戚) × 〇 〇 〇 
本研究で扱う問題の特徴を分析するため、質問項目２「現在困難に感じていることは何
か」、質問３「かつて抱えていた困難はあるか」への回答をまとめ、各協力者のインタビュ
ー内で語られていた場合は〇、語られなかった場合は×で示した(表 3)。その結果、協力者
の抱えている、あるいは抱えていた問題として「経済的困難」、家族や親戚との「人間関係」
や自身の「身体的衰え」の 3つのカテゴリーが見出された。これらは下仲(2007)や小西(2013)
の指摘する中高齢期以降に抱えやすい問題や葛藤のカテゴリーに含まれるものであった。 
 
以下から、これらの困難とそれに伴う葛藤の内容について具体的な語りを引用しながら
個人ごとに分析し、各協力者の抱える葛藤と本研究で扱う問題の範囲を示す。 
 
1．Aさんの抱える困難の分析 
  
Aさんの抱える困難：複数の要素を含む経済的困難 
（お金に困ってるのは）もうずっとだからさ。離婚してからずっと、だって男性の収入が
ないんだから。〈やれるようにやってきた？〉全然次元が違うの。世の中でこんなに困って
る親はいないんだよ。普通にお父さんがいれば、いろんな補助(奨学金や母子貸付)受けな
くてもよかったし、子どもの入学とか、試験にかかるお金とか、そこで借りてるの。そう
いうことをしてるわけ。でもふつうはそういうのしてないから。やりくりするだけで（大
変）。こんな親いないよ。(中略)でも、この軋轢とか抑圧、のしかかってくるものっていう
のは、35の時だから、10何年間、体に染みついちゃってるんだよね。それで今もそれが続
いてるわけだから。子どもが独立しても私には私の借金があるし、楽になることはないよ。
ないけど、子どもたちも(奨学金の返済等)頑張るから、自分も頑張らないとなと思ってる
の。それにしても、働き口が今度なくなってくじゃん、年取ると。新卒ブランドって大事
でさ。最初にいたところに長くいる以外、収入が上がっていく方法がないんだよ、年取っ
ても。そう思わない？年とっても上がっていくってさ、もう本当に、勤務年数とかさ同じ
ところにずっといるからなのね。〈そういう風にずっとやってきて〉そもそも収入が少ない
のよ。 
Aさんの経済的困難は、次の 3つの理由から成っていた。1つ目にシングルマザーで 2人
の子どもを育てなければならないこと(現在 1人は独立している)、2つ目に収入が少なく借
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金の返済もあること、3つ目に正社員での就職口の少ないことの 3つからである。また、経
済的に困難な生活を送る自分自身の惨めさやそのような母親である自分への否定的な感情
も語られており、経済的困難という苦しさのみでなく、それに伴って生じる自分に対する
否定的な感情も個人に葛藤を生んでいることが示唆された。Aさんの経済的困難は、高齢期
になって生じたものではないが、その内容を見ると高齢期以降の問題が含まれていること
が考えられた。特に、子育てをしていた時の母親としての自分への否定的感情や正社員で
の雇用の少なさに伴う葛藤は若者には見られにくく、中高齢期以降に生じやすいと考えら
れるため、中高齢期以降の葛藤として本研究で取り上げることとする。 
 
2．Bさんの抱える困難の分析 
 Bさんは現在抱える困難として、次の 2つを語った。 
Bさんの抱える困難１：お店の経営と金銭的な苦労 
＜いやだと思ったり、落ち込んだりすることは？＞お金だね。うん。＜お店は？＞ひっく
るめて。毎日いや。この日だけって言うのはないね。毎日だから。払いきるまで、支払日
まで。そういう追われ方。(中略）毎日それで終われてるもん。それがもう何十年。 
Bさんは自営店を経営しており、お店の経営と借金の返済に追われる日々であり、経済的
に困難を感じている。 
 
Bさんの抱える困難 2：忙しい中で家族の面倒も見なければいけない 
＜家族のこともみんなやってますよね。母親の通院も送り迎えするときがあるって＞うん。
数字(お金)のことで煮詰まってるときは何もかもが、誰とか関係なく、うるさいって思う。
「うるさい、今やることあるからできないよ」って。 
B さんは 70 代の母と妹と同居しており、両方が通院している。特に母の方は生活の自立
は問題ないが運転はもうできず長時間の歩行も難しいため、通院や外出の際には、Bさんが
運転や手伝いを頼まれることが多い。また、妹との関係はそこまで良好ではないが体調の
すぐれない時やお願いされた時には車を出すなどの手伝いもすることもある。店の営業で
忙しい時や返済のことで考えなければいけないことがあるような時には、面倒を見る余裕
のない Bさんに店の経営と家族の面倒を見なければならないことに葛藤が生じる。 
Bさんは経済的困難と家族の面倒を見るという役割に困難を感じ、葛藤している。忙しい
中でも家族の面倒を見なければいけない葛藤は、介護の問題で扱われるように中高齢期以
降でも特に中年期に当たる者に生じやすい葛藤であることが考えられ、本研究の扱う中高
齢期以降の問題に合致するものであると考えられた。 
 
3．Cさんの抱える困難の分析 
Cさんは現在抱える困難として、身体的衰えと家族関係について語った。また、かつて高
齢期に抱えていた困難として、親戚との関係について語った。 
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Cさんの抱える困難 1：身体的衰えに伴い、できなくなることが増える 
Cさんは足の老化によって長時間の歩行は困難であり、また数年前から二度肺がんを発症
したため、通院もしている。そのような身体機能の低下や病気に伴い、今までできていた
ことができなくなる寂しさが語られている。 
＜年取ってくことはくよくよしたりしませんか＞うん、これは自然現象だから。うん、老
化現象はこれだなと。でも、振り返ると若い時は動けたなあって。＜たまには、思い出し
たりしますか＞うん。そうだね、子守をしてた時は、やっぱり歳だよね。だって今はもう
孫が大学生なんだもん。年も取るよね(笑)50歳代でも、足は弱かったね。(中略）徐々に手
術のたびに、遠くに行けなくなったりして、それで今座骨が治ればねえ。 
 
Cさんの抱える困難 2：家族との日常的争い 
 この困難について、Cさんは孫とのけんかを例に挙げている。内容はたいしたことのない
ものだが、1つ屋根の下で一緒に暮らしていることもあり、言い争いをしたときには、自分
が出ていくこともできないし、相手を追い出すことも現実的にはできないという葛藤を抱
えることが語られた。 
 
Cさんの抱えていた困難：姑勤め、義理の兄弟との関係でうまくいかず、家を出たが再会し
た 
（大変だったことは）姑勤めじゃない？(中略)今考えるとさ、嫌な人っていうか、自分の
子どもも同じくらい叱り倒す人だったから、私ほら親が叱り倒すってことなかったから
(笑)慣れてなかったんだよね。(笑)それで小姑が口を出すじゃん、なんだって。「義姉さん
は義母さんに口答えをした」とか。悪いかって、口答えも大してしないんだけどさ、たま
にはしたんじゃない？地元に帰ったら痩せたから、お母さんが相手のうちに「この子は具
合が悪いのかね」って、それで、こっちに出てきたってわけ。 
 このような経緯から C さんは姑宅を出たが、姑、義理の兄弟ともに高齢期になって、双
方と再び接触することとなった。 
〈それまで、会うまではお姑さんからも連絡なかったわけじゃないですか〉そうね、連絡
なかったのはお互い様でね。火事の時はわたしが電話した。何十年も来なかったけど義理
の妹がさ、旦那の妹がね、来て、あの子達はね、敷居が高かったって。そりゃあそうよ、
もう他人だから。だけど、思い切って来たって。「おばあさん(M さんの義母)が義姉さんに
最後の方はよくしてもらった」っていう話を時々聞いたからって言うから。私、その時は
どうしようかなって、ちょっと迷って、思ったのね。 
この時、C さんは仲たがいしたままで別れた親戚との再会に葛藤を感じたと語っている。
家を出たのは姑宅に嫁いで数年後の若い時期であるが、再開は時間が経ってからの高齢期
であり、このあと義理の姉は何度も Cさん宅を訪ねている。Cさんはこの義理の姉にどのよ
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うな振る舞いをするか、義理の姉との関係に葛藤を覚えたと語っている。 
 
4．Dさんの抱える困難の分析 
 Dさんは現在抱える葛藤として、身体的衰えについて語った。また、かつて中高齢期に抱
えていた困難として、姑との関係と夫婦関係について語った。 
 
Dさんの抱える困難：歩行のしづらさや外見的な変化 
足もね、骨折してあったの知らないで、先生がしてないって言ったからね、だけど別の先
生がこれは怪しいぞなんて、そしたら今頃になってそこが痛いでしょ。で、よく見たらね、
そこだけ・・おかしくなってる。そもそも足が悪いんだけど、へこんでるの。骨が曲がっ
てるでしょ。こっちの足はそんなじゃない。ね。普通でしょ。骨折してたの。痛かったの
よねぇ・・。 
 ここでは、Dさんから、足の骨折によって歩行が困難になったことによる困難に加え、そ
れによる外見のネガティブな変化を気にする様子がうかがえた。 
老化という現象は様々な機能や行動面にのみでなく、外見的にも現れるものである。Dさ
んは純粋な歩行困難に加え、それに伴う自分の外見的な変化に対するネガティブな印象に
ついても言及しており、本研究では身体的衰えによる歩行困難とともに、それに伴う外見
的変化に対する Dさんの葛藤も取り上げる問題に含めて考えていくこととする。 
 
Dさんの抱えていた困難 1：嫁入りから看取るまでの姑との生活 
 これは、語られた困難の中で Dさんにとって最も大きなものであると考えられる。Dさん
が嫁いだ時から最期まで、姑の意地悪ややっかみは続いた。その中でも D さんは、こき使
われる忙しい日々、窃盗の容疑をかけられた、やきもちをやかれた、晩年の介護など様々
なエピソードを含めて、姑との関係における葛藤を語っている。 
 
Dさんの抱えていた困難 2：姑を看取った後の夫婦関係 
 Dさんは、姑の生きていた時に味方をしてくれなかった夫に、状況的に仕方ないと感じつ
つも不満を感じていた。姑を看取った後は、夫婦関係を続けていく意味はあるのかという
思いと離婚はめったなことではないという思いの間で葛藤していた。 
 
 ここまでで、各協力者の困難に関する語りから、そこに生じている葛藤について検討し
た。語られた内容から、協力者の抱える問題や葛藤は「経済」や「家族・親戚関係」のよ
うに生活の基本的要素や「身体的衰え」のように自己の身体と密接に関わるもので、単純
に問題から距離を置くことが難しく生活と絡みあっていること、根本的解決が望みにくい
ものであることが考えられた。また、「身体的衰え」について、A さんや B さんからも自分
の身体的な変化や衰えについて語られていたが、Cさんや Dさんのように日常生活に影響を
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及ぼすには至っておらず、中高齢期に入っての自身の変化としては語られていたが現実的
な葛藤としては語られていなかったため、本研究では取り上げないこととした。 
 以上から、最後に本研究で扱う問題の範囲について考える。これらの語られた問題や葛
藤はカテゴリーのみでなく、その内容も下仲(2007)や小西(2013)の指摘する、中高齢期以
降の葛藤に特有な性質を有していると考えられる。4人の協力者から語られた葛藤は、①中
高齢期以降に抱えやすく、②日常や正常な発達の上でも起こりやすいものであり、自分の
身体や生活、近しい人間関係に関わることで③問題から距離化が難しいという特徴を持っ
ていると考えられる。本研究では、前述した 2 つの特徴を有した葛藤への対処について議
論を進めていくこととする。 
 
分析 2．葛藤への対処の検討：葛藤からの立ち直りにつながる過程に注目して 
分析 2 においては、分析 1 で示した問題や葛藤に対して各個人が行っている対処行動に
ついて検討する。その際、質問項目２と３の下位質問である「その時はどのような対処を
したか」への回答を KJ法に準ずる方法でまとめた。それが次の通りである(表 4)。 
また、これらの葛藤対処が各協力者の中でとられているのか、いないかを次の表 5 で示
した。インタビューの中で一度でも葛藤対処として語られていれば〇、語られていなけれ
ば×で表した。 
 
表 4．葛藤対処の分類とその定義 
カテゴリー名 定義 
現実的対処 根本的解決とはならないが、困難に伴って起こってくることに対して、できるこ
とを対症的に行っていく 
気晴らし 葛藤の苦しさから一時的に抜け出せる行動をとる 
自己へのポジティブな評価 自己への肯定的な評価や見方を語る 
思考の切り上げ 考え込むことを一旦やめ、そのこと考えないようにする 
ポジティブエピソードの想起 ネガティブな語りの中でもその時経験したポジティブなエピソードを想起し、出
来事の評価をポジティブに変える 
諦め その葛藤があることや、その他のこだわりを諦めて生活する 
 
表 5．語られた葛藤対処と個人ごとの出現の有無 
対処 現実的対処 気晴らし 自己へのポジテ
ィブな評価 
思考の切り上げ ポジティブエピ
ソードの想起 
諦め 
A × 〇 × × × × 
B 〇 〇 〇 〇 × 〇 
C 〇 〇 〇 〇 〇 × 
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D 〇 〇 × × 〇 〇 
 
葛藤の語りに葛藤対処や立ち直りの展開が見られないケースの発見 
 この分析を行う中で、葛藤対処の語りがほとんど見られないケースが見出された。それ
が A さんのケースである。実際、表 5 のように A さんの語りには葛藤対処に対する語りは
ほとんど見られず、立ち直りやポジティブな方向への切り替えも見られなかった。立ち直
りの展開を持たない A さんの語りを典型的に表す箇所を以下に示した。この語りを分析す
るにあたり、ライフストーリー分析の方法を参考にし、語りの全体像とその展開の特徴が
見えるようにまとめた。 
 
Aさんの語り：語りがネガティブなまま閉じていき、葛藤対処や立ち直りの語りがほとんど
見られないケース 
 Aさんは、シングルマザーであることや収入や就職口の少ないことなど複数の理由から経済的
困難を抱えている。A さんの語りでは生活の苦しさやそれに対する否定感などが立ち直りの展開
を持たずに延々と語られ、ネガティブなままに閉じていく語りとなっている。 
【A さんの生活の概要：複数の要素を含む経済的困難】 
A さんはシングルマザーで 2 人の子どもを育てなければならないこと(1 人は現在は独立してい
る)、収入が少なく返済もあることから経済的困難を感じている。A さんの経済的困難は就職口
の少なさ、シングルマザーである現状など、複数の事柄が絡み合って発生していることが考え
られ、次のように語られている。 
銀行やった(働いてた)から、そういう業務もできるようになって。結婚して、化粧品やったか
らメイクができるようになったり、化粧品の知識がついて。で離婚して、塾に務めたから Word
とかエクセルやって、ポップも作れるようになって、いろんな過程があるよ。回り道して、今
がトラックで産廃(産業廃棄物)の運びをしてる。その過程はあるさ、いろいろ。けど、人はそ
うは見ないじゃん。「え、大学出てるのに、それじゃあ行く必要ないじゃん」って、極端に結び
つけるから。あ、本当だなって思うよ。つくづく思うね。やっぱり人間は稼げたほうがいいな
って思うし。仕事に結びつく勉強だからなんぼだし。（お金に困ってるのは）もうずっとだから
さ。離婚してからずっと、だって男性の収入がないんだから。 
【今の生活や自分自身に対する自傷的な評価】 
また、このことに対して A さんは何とかやって来れたとは思えず、自分の生活や自分自身を自
傷的に語っている。 
〈やれるようにやってきた？〉全然次元が違うの。世の中でこんなに困ってる親はいないんだ
よ。普通にお父さんがいれば、いろんな補助(奨学金や母子貸付)受けなくてもよかったし、子
どもの入学とか、試験にかかるお金とか、そこで借りてるの。そういうことをしてるわけ。で
もふつうはそういうのしてないから。やりくりするだけで（大変）。こんな親いないよ。 
【繰り返されるネガティブな表現と語り】 
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A さんの現在抱える葛藤の語りはその後も回復的な展開を持たず、ネガティブな内容が繰り返さ
れていく。 
この軋轢とか抑圧、のしかかってくるものっていうのは、35 の時だから、10 何年間、体に染み
ついちゃってるんだよね。それで今もそれが続いてるわけだから。子どもが独立しても私には
私の借金があるし、楽になることはないよ。ないけど、子どもたちも(奨学金の返済等)頑張る
から、自分も頑張らないとなと思ってるの。それにしても、働き口が今度なくなってくじゃん、
年取ると。新卒ブランドって大事でさ。最初にいたところに長くいる以外、収入が上がってい
く方法がないんだよ、年取っても。そう思わない？年とっても上がっていくってさ、もう本当
に、勤務年数とかさ同じところにずっといるからなのね。〈そういう風にずっとやってきて〉そ
もそも収入が少ないのよ。それが問題だったの。あとは、（知人のところで働いていて）もらえ
なかったことがあることとかね。 
 
このような語りを典型に A さんの語りはネガティブなままに進んでいき、立ち直りなど
のポジティブな内容を見出すことができなかった。 
本研究では、以下から、Aさんを葛藤への対処方略を持てていないケースとして扱い、他
の協力者の語りと A さんの語りを適宜比較しながら、語られた問題対処について議論を進
めていく。その際、葛藤対処のカテゴリーごとに典型的語りを示しながら、葛藤の苦しみ
から立ち直ることにつながっていると考えられる対処の仕方を探索的に検討していくこと
とする。また、語りの引用ではなく、語りの経過の中での対処行動の働きを理解する方が
適切であると考えられた場合は、ライフストーリー分析の方法を参考に、その語りの流れ
をまとめて示した。 
 
1．現実的対処 
 現実的対処とは、「根本的解決とはならないが、問題に伴って起こってくる諸問題に対し
て、できることを対症的に行っていく」という行動である。 
 この行動は A さん以外のすべての協力者に見られた。これらの対処は経済的困難や老化
などに根本的解決はもたらさないが、現実に起こってくる諸問題を対症的に処理し、生活
を送っていくためにとられている行動であると考えられる。 
次が、Bさん、Cさんより語られた現実的対処についての典型的な語りである。 
 
Bさん 現実的対処に関する語り：目の前に迫ってくる返済に対処していく 
Bさんの語りでは、まず第一に決まった支払いをこなしていくという現実的な対処がとら
れていることが語られている。 
まずはそれ(支払い)をクリアすることだけ。〈具体的に解決していく〉そう。それしか方法
はない。 
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Cさん 現実的対処に関する語り：身体的不調は病院等でケアしながら過ごしていくだけ 
Cさんからは、老化による身体の衰えという現実に対する現実的対処が語られた。 
老いてきたらもう、なんていうの、手入れをしながら、いかに周りに手間をかけさせない
か。まあ、それでも手間はかけさせるんだけど。(脚が)痛い時には治療に行くし、悪いな
ら病院に行くし。 
Cさんは、老化に伴う様々な不調に対して、その都度、その症状に合った現実的対処をし
ていくことを選んでいる。 
 
一方で、Aさんは仕事探しの面で、パートタイムでの仕事を選ぶことが現実的だとわかっ
ているが、そのようにできないことを語っており、「現実的対処」がとれていない現状が語
られている。その語りを以下に示す。また、このように現実的対処を行うことができずに
いる時、何が原因となっているのだろうか。合わせて、この点も A さんの語りに以下に示
しながら探索的に検討する。 
 
Aさん 現実的対処の語り：不安要素が浮かんでしまって動けない 
＜それ(パートタイムの仕事を探せないこと)はどういう感じで＞なんだろうなあ、体が重
くて動けないんだろうねえ。心のフットワークが軽くないんだろうねえ。パパっと見つけ
て、こう兼職しちゃえばいいって言っても、（シフトが）かぶったらどうしようって恐れが
常にあるし、なおかつ体力の限界を感じるところでダメなんだろうね。＜年齢的なことな
んでしょうかね、気持ち的なこと？もともとの性格のようなものでできないなあって感じ
なのか、年齢的なものからなのか＞ううん、ただの臆病じゃない？一歩踏み出せないだけ
だと思います。〈新しい職場や新しい人に会いに行くとか、しなきゃいけないってなると〉
あーそうだね。苦手だね。(中略)〈良いことより悪いことが浮かんでくる？〉そういう感
じだね。・・やっぱり、怖いじゃん。落ちるかな、うまくいくかなって。だから、それより
もそのままでいることを選んじゃうんじゃない？ 
 
これは、葛藤に直面した時の B さんの語りに見られた「そこに止まってたら何も変わる
わけないんだから、絶望なら絶望なりに与えられた環境の中で何ができるかを考える。(絶
望なりに、ここなら何かいけそうだって)なんとか探す」という考え方と正反対の考えであ
る。このことから、個人の持つネガティブな未来の展望が現実的対処を取ることさえまま
ならなくさせてしまい、葛藤に現実的対処を行いながら生活を送ることを難しくしている
可能性が考えられた。また、それは個人の人格や気質も関係している可能性が示唆された。 
  
以上から、葛藤に対してはまず、その個々の問題に伴って起こる諸問題に対する「現実
的対処」が行われていることが明らかになった。また、Aさんの語りから、この「現実的対
処」を行うことができないのには、本人の不安感やネガティブな未来展望が関係している
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可能性が示唆された。 
 
2．気晴らし 
 気晴らしとは、「葛藤の苦しさから一時的に抜け出せる行動をとる」ことである。これは
すべての協力者に見られ、日常場面で行われやすいことがうかがわれた。 
気晴らし行動は問題解決の場面において回避的な対処に含まれる。一般的に問題に対す
る回避的な対処は望ましいものとはされておらず、むしろストレス反応としての不快情動
を強め、具体的な問題解決を先送りにするため、非適応的であり (Steil＆Ehlers，2000)、
ストレス状況に向き合う対処方略や解決に役立つ方略はより適応的だと指摘されている
（DiBartolo ら，2001)。その一方で、回避的な対処を取ることの適応的な側面も見出され
ている。例えば、ストレッサーとなる出来事や不快情動について考え込むことに比べ、気
晴らしは問題に関わる思考を回避することで不快情動を早期に軽減する (坂本，1998など)。
さらに、不快な情動が早期に緩和するため、続く問題状況にも効果的に対処することに役
立つ方略であるという指摘もある(Nolen-Hoeksema ら，1991)。このように回避的な対処に
関する見解は一致していなかった。この理由として、村山ら(2005)は「回避的対処が非適
応的な場合もあれば、そうでない場合もあるからである」とし、どのような場面において
回避的対処は非適応的であり、またそうでないのかを検討した。その結果、行動レベルで
回避的な方略であっても、目標レベルで回避的でなければ非適応的にはならないというこ
とが示唆された。つまり、一口に回避と言っても、それがどのようなレベルでの回避なの
か(＝どういう意図・目標をもってなされているか)を考慮することの重要性が指摘された。 
そこで、本研究の協力者にもその気晴らし行動がどのような意図をもって(何を目指し
て)そのような行動をとっているのかを検討し、その気晴らし行動の意図までを含めて検討
した。その結果、Aさん以外の 3人の協力者から、自分にとって好ましい、楽しいと感じら
れる行動をとることで一旦苦しい感情から抜け出し、また現実の生活へと戻っていくこと
が語られていた。そこでは、その行動をすることで一旦ネガティブな感情から抜け出す、
あるいは快適な状態を維持する意図が語られた。 
3名の協力者は次のように語っている。  
 
Bさん 気晴らし行動の語り：活力につながるものの吸収 
Oさんはコンサートに行くことでストレスを発散しているのではなく、自分の活力となるも
のを吸収しているという。 
コンサートに行くからじゃないだよな…。面白いもんでさ、自分のことを本当にわかるも
のとか人がいたりしたら、そういう人物がいるってだけで、頑張れる気がするじゃん。何
も解決になってないのは同じなんだよ。でも、自分の力が湧いてくるじゃん。それだけじ
ゃない？〈力が湧いてくるようにそうしてる？〉そう。自分を立て直すために、物事をす
る。〈じゃあ、ストレス解消とか逃避じゃなくて、それに向かっていくための〉そう。そう
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そうそう、そっち。頑張るためにどうするか。自分が頑張れるものを知る、例えばそれが
音楽でそれ聞いたら前向きになれるっていうならそれで良いだろうし。 
 
Cさん 気晴らし行動の語り：機嫌が悪いのはばかばかしく、気分転換をして機嫌よく生活
する 
＜気分が悪くなったときとか、いらだつこともたまにはある時、どうしてます？＞私は、
どうするかねえ、庭の手入れだろうね。2時間くらい。＜日々やってて楽しいことは？＞そ
れ。うん、水やり。(中略)気分を変えることは花の手入れね。冬はないけど。春になれば、
私が外に出るのは春だよ。なんか、機嫌が悪いままいられないらしい。ばかばかしくて(笑) 
 
Dさんの気晴らし行動の語り：楽しくて時間を忘れている活動 
ソリティアとか、っていう、知ってる？もう毎日ね、これやってるのよ。(中略)一人遊び
でできる、これは、だからね、悔しくてね、ちゃんと揃うまでは夢中になってやってるの。
2 時間くらい平気で（笑）飽きないのよね。ふふ、面白いの、だから。〈いつくらいから〉
こんなのはね、もう何年も前からですよ。でも飽きないもん。そして、わたしがたまたま
やってるとそれを見て息子たちがやったりしてさ、わたしの見て「あはは」なんて笑って
るから「何がおかしいの？」なんていうと、あれがそっちに来て、これがそっちなんて（笑）
うふふふ（笑）(中略)こんな暇なことはね、私たちみたいな年寄りがやることでさ（笑）
若い人はさ、いろんな用があるから。わたしなんか、やろうとすればいろいろあるけど、
この年になれば慌ててすることもないし。それに、もう身体がこんなでしょ。ソリティア
でさ、今日の運を占うのよね。これで綺麗に揃えばさ。ふふふ（笑） 
Dさんの語りではその意図などは語られていないが、その活動が Dさんに楽しみや快い交
流をもたらしていることがうかがえる語りになっている。 
 
ここでは、Aさんにも「気晴らし行動」という対処行動が見られている。しかし、これに
よっても、Aさんの語りにポジティブな内容は生じておらず、葛藤への対処として機能して
いるとは考えにくい。では、このような違いはどこから生じるのであろうかを探索的に検
討する。以下が Aさんの気晴らし行動に関する語りである。 
 
Aさん 気晴らし行動の語り：無になる 
Aさんはが気晴らしとして挙げたのは漢検の勉強とランニングであった。 
＜お金とかからだとか、生活にかかわることに悩む。そういう時はどう対処してますか＞
そういうのって、解決はできないと思うんですよ。問題が問題なだけに。だから、考えな
いように、思いつめないようにするために、やっぱり一通り考えちゃいますけど、そうす
るために…漢検したり、そういうこと（したり）。まあ、走るのはね、本当に健康のためっ
て思ってやってるんだけど。本当にながら勉強だから、本気で勉強してるってわけじゃな
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いんだけど。多分そういうことしてる時には考えてないから。わりと、無になりますね。(中
略) 走ったりすることは、その時ももちろん何も考えてないけど、別の目的があるから(健
康のため)。でも漢検はまるっきり、勉強している間は無だから。うん、わりと集中できる
から、その時は考えてないってことなのかな。(中略)そうすると、忘れてるっていうか、
問題の内容が解決できる問題じゃないから、突き詰めて考えてもしょうがないなって思う
ようにしてます。あ、また悪い癖だな、重く考えちゃったなって時もあるし。実際ちゃん
と考えなきゃいけない瞬間もある問題なので、そこは気を付けるようにしてます。気がま
ぎれるというか、わたしはたまたまそれが向いてるってだけで。いろんなやり方があると
思う。趣味に没頭する人もいると思うのね。それこそジムに行って体動かすとか。でも、
私の場合はって聞かれると、うん、漢検の勉強してるときは無なんですよ。 
ここで A さんによって語られていたのは、気晴らし行動をすることで考え込むことから
遠ざかることができ、無になっている間に忘れられているという内容であった。Aさん自身、
語った気晴らし行動は「趣味とも違う」というように語っており、そこから得られるポジ
ティブな感じをめざして行っているというより、主に不快感を抑え込み、押し込めて忘却
するための手段としていることがうかがわれた。これは、他の協力者のように、その活動
をすることでポジティブな感覚や関係を得ることにつながっているというよりは、ネガテ
ィブな感覚を抑え込め、目的なく単に回避することにつながっていることが考えられた。
この点において、Aさんが気晴らし行動から結果として得ているものと、他の協力者が気晴
らし行動から結果的に得ているものが異なっていることが考えられ、後者(A さん以外の協
力者)の気晴らし行動は葛藤への対処として機能しやすいことが考えられた。また、このこ
とから、単に気をそらす行動を持つのではなく、そこからポジティブな感覚や関係を得ら
れることが重要であることも示唆された。 
ここで協力者から語られていた意図については、次の分析 2 で扱う対処行動をとる個人
の意図の検討においても、より詳細に見ていくこととする。 
 
３．自己へのポジティブな評価 
 自己へのポジティブな評価とは「自己への肯定的な評価や見方を持つ」という行動であ
る。この行動に関して、ポジティブな自分の評価を持つという行動そのものが回復につな
がるというより、自分に対してポジティブな評価や見方を持つことができる経験をしてい
ることがその個人が葛藤や苦しさの中で生活することの精神的な支えとなり、個人を生活
に向かって立ち直らせていることが考えられた。 
分析の結果では、B さんと C さんの 2 名に見出された行動である。典型的な語りとして、
以下に、Bさんの語りの例を示す。Bさんは語りの中で自分に対する信頼をそれまでの経験
に基づいて確信的に語っており、自身のネガティブな状況からの立ち直りが語られていた。
ライフストーリー分析の方法を参考に、以下にその内容を示す。 
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Bさんの自己へのポジティブな評価の語り：自分は悪運が強く、良くも悪くもつぶれないと
思っている 
B さんは経済的困難と家族の面倒を見なければならないという 2 つの葛藤を抱えている。
その B さんの語りでは、葛藤の中でも自己へのポジティブな評価が語られ、自分を立て直
すというような展開が生じ、葛藤の苦しみから(一時的にであっても)抜け出す展開を持つ
語りになっている。 
Bさんは 2つの生活上の苦しさを抱えており葛藤している。まず、Bさんは自営店を経営し
ており、お店の経営と借金の返済に追われる日々であり、経済的に困難を感じており、問
題は以下のように語られる。 
＜いやだと思ったり、落ち込んだりすることは？＞お金だね。うん。＜お店は？＞ひっく
るめて。毎日いや。この日だけって言うのはないね。毎日だから。払いきるまで、支払日
まで。そういう追われ方。(中略）毎日それで追われてるもん。それがもう何十年。 
【ストレスは頭から離れない】 
インタビューの初回において、自分のストレス解消や対処についてはよくわからないと述
べていた Bさんはストレスは頭から離れないと語っている。 
それがさ、（ストレス対処は）自分でもわからないんだよ（笑）だから、それをわかって自
分でできるわけじゃないじゃん。まず、ストレス解消はできない。頭からは離れない。(中
略)だから、ストレスには慣れるようにずっと考える…っていうか、やっぱり頭から離れな
い。うん。 
【立ち直りにつながる展開：自分は悪運が強く、それが原動力と考える】 
だが、経済的困難についての語りには、自分自身や自分の人生を信頼する語りが挿入され、
自分を立て直し、葛藤から抜け出す回復が生じている。 
で、あとは、悪運が強いと思ってる。ラッキーって運じゃなくて、悪運が強いから、つぶ
れないと思ってる。 
(中略) 私はラッキーだって思ったことは 1回もないよ。わたしはきっと悪運が強いから、
つぶれないなと思ってる。(中略)簡単に死なせてくれないし、簡単に倒れさせてくれない
し、地獄を見るようになってるんだなって。でも、それって何とか生きていけるってこと
だから、悪運が強いのかなって思ってる。私の原動力だね。たとえ「こいつはダメになる
な」とか「ヘビーだ」とか「つぶれるな、この店」とか思われても、絶対そうならないな
って、それだけは自信があるもん。 
 
また、これはむやみやたらな確信ではなく、ポジティブな経験の蓄積から発生している
確信であると考えられる。それが次の語りである。 
 
Bさんの自己へのポジティブな評価の語り 2：ポジティブな経験に支えられた確信 
でもわかんないよ、結果的につぶれちゃえば「何言ってんの」になっちゃうんだけど。で
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も自分はなんとしてでも生きていくんだろうなって。何ていうのかな、もうダメだって時
に、なんかこうスーッと救いの手がね、出るんだよ。それが、私の場合は、お金のことで
じゃん。なんでもそうなの。いいの、形はどうでも。でも、それがなかったら絶対ダメじ
ゃん、みんなつぶしたくなんかないけど、そういうのがなくてつぶれていく。だけど、そ
ういうの（救いの手）が（自分には）でるんだよ。それってね、なんかね、やっぱり見え
ないそういう力な気がするんだよ。(中略)だからもう、やってきたことでしか性格ってこ
う、作り出されないね。育った環境も。で、思い方ももともと持ってる性格とか、親の育
て方もあるんだろうけど、その中で自分が結果を出せたこととかさ、そういうことにしか
自信って持てないじゃん。負けてばっかりだと勝ちが想像できないのと一緒でさ、勝って
みないと勝ちの感覚が掴めないのと一緒で。だけど、どん底だけど救われてきたっていう、
そういう経験してるからさ、感触はわかるわけだよ。何回も何回もそれをやってくるとさ、
「もしかしたらできるかもしれない」とかさ。（落ち込みにくいってことには）そういうの
があるのとないのっていうのもあるんじゃない？＜どん底だけど、救われた、持ち上がっ
てきたという経験があるということ＞そう、だって今生きてるじゃん。私のような人生だ
ったら、とっくに死んでると思うよ。 
 
 このように B さんは経験に基づき、自分自身へのポジティブな確信を持っており、それ
が明るい展望を持つことにつながっていることがうかがえた。また、直接的な葛藤への対
処していくことのみでなく、自己にとってポジティブな評価や確信を持つことが、葛藤の
中で立ち直り、心理的不調に陥らずに生活することにつながる可能性が考えられた。 
 
４．思考の切り上げ 
 思考の切り上げとは「考え込むことを一旦やめ、そのこと考えないようにする」という
行動である。 
分析の結果では、B さんと C さんの 2 名に見出された行動である。典型的な語りとして、
以下に、Bさんの語りの例を示す。 
 
【Bさんの葛藤：家族関係】 
2つ目の葛藤として、Bさんは 70代の母と 40代の妹と同居しており、両方が通院している。
特に母の方は生活の自立は問題ないが運転はもうできず長時間の歩行も難しいため、通院
や外出の際には、Bさんが運転や手伝いを頼まれることが多い。また、妹との関係はそこま
で良好ではないが体調のすぐれない時やお願いされた時には車を出すなどの手伝いもする
こともある。 
＜家族のこともみんなやってますよね。母親の通院も送り迎えするときがあるって＞うん。
数字(お金)のことで煮詰まってるときは何もかもが、誰とか関係なく、うるさいって思う。
「うるさい、今やることあるからできないよ」って。 
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【立ち直りにつながる展開：葛藤から抜け出すための思考の切り上げ】 
状況にもよりながらも、Bさんは店を経営しながらも、家族の面倒を見なければいけない葛
藤も抱えている。だが、ここにも自分を立て直すように葛藤から抜け出すような語りの展
開が見られた。 
〈特にいやとか、悩まされるとかない〉言われた瞬間に、何か違うこと言ってくればある
よ。都度あるじゃん。何言ってんの？って。そんなこと言って、いい加減にしてよって思
うよ。けど、それ以外はないんだよ、わたし。「いいよ、そんな小さいこと、どっちだって。
乗せてけばいいんでしょ。乗れよ」みたいな（笑）そんなことどころじゃないんだよ、み
たいな。 
 
 このように、Bさんの語りでは、ネガティブな感情を生じさせるような事態に際して、い
ろいろと考えるのを一旦放棄することで現実に向かっていく過程が語られており、それが B
さんの葛藤の語りにポジティブな展開をもたらす契機になっている。どうにもならない状
況に対して、いったん色々と考えることを放棄して、葛藤から抜け出す方略が見出された。 
 
5．ポジティブエピソードの想起 
 ポジティブなエピソードの想起とは「嫌なことばかり考えても仕方ないため、良かった
ことを思い出す」ことである。 
分析の結果、この行動は C さんと D さんに見られた。典型的な語りとして、以下に C さ
んの語りの例を示す。 
 
３．Cさんの語りの分析：葛藤の体験のなかでも、その時あったポジティブな出来事が想起・
挿入されることで立ち直るケース 
 Cさんは過去の葛藤体験として、姑や義理の兄弟とのいざこざ、困難を語っている。また、
現在の生活における葛藤として、孫など家族との関係、身体的な衰えに伴う様々な出来事
を語っている。そのような C さんの語りでは、葛藤体験の中でも出会えたポジティブな体
験を想起することで立ち直る展開が見られる。 
  
【Cさんの葛藤 1：かつての親戚関係】 
Cさんは 1つ目の葛藤体験として、かつて姑や義理の兄弟たちといざこざがあり、最終的
には家を出たときのことを語っている。 
（大変だったことは）姑勤めじゃない？(家を)出るくらいだから。よっぽど、気に入ら
れなかったんだと思う。それで、小姑いるし、義弟いるし、義妹いるし。1番下はまだ中
学 3 年だった、私が来たとき。姑問題はちょっと痩せたな。＜嫌な人だった？＞今考え
るとさ、嫌な人っていうか、自分の子どもも同じくらい叱り倒す人だったから、私ほら
親が叱り倒すってことなかったから(笑)慣れてなかったんだよね。(笑)(中略)地元に帰
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ったら痩せたから、お母さんが相手のうちに「この子は具合が悪いのかね」って、それ
で、こっち(実家とは別で、現在住んでいる市)に出てきたってわけ。 
【和解エピソードの挿入】 
Cさんは葛藤の内容を上のように語っているが、この語りは最終的に両者との関係の修復
のエピソードが挿入され、和解の語りへとつながっていく。 
【挿入エピソード 1：姑との和解】それで、ずーーっと行き来もなかったけど、姑さんの
住んでるほうで火事があったのよ。もう何十年もたって。で、私もこの機会を逃したら、
このまま親に御無沙汰になっちゃうから、「新聞見たら、火事あったけど、お義父さんも
お義母さんも大丈夫だった？」って言ったら、「まあ、M かい」っていうから「そう、ご
無沙汰してるけど」って言ったら、もう嬉しくって。(笑)大泣きで(笑)うん、そしたら
どこかにご飯でも食べに行くかっていうから、(中略)それでお寿司屋さんによって、1時
間も 2時間も話しててさ、息子(夫)の悪口で。(笑)それで、もう喜んで。(中略)それで、
2度目誘ったときはお義母さんだけでね、次はウナギ屋さんに行った。そしたら、そこの
勤めてる人が「ねえ、おばさん、娘さんかい？」って言ったら、「なにが、嫁さんだよ」
って。「まあ、こんないいお嫁さんじゃあ、私デザートをサービスするよ」って、イチゴ
をさ、持ってきてくれて。「親子かと思った、お嫁さんですか」なんて。「まあ、こんな
いい嫁さん見たことない」って(笑)話聞いてたんじゃない？(笑)そしたらイチゴをね(持
ってきてくれて)、「ほら、私は良いから M はやく食べろ」って。そして（姑さんと）修
復して。 
【挿入エピソード 2：義理の兄弟との和解】何十年も来なかったけど義理の妹がさ、旦那
の妹がね、来て、あの子達はね、敷居が高かったって。そりゃあそうよ、もう他人だか
ら。だけど、思い切って来たって。「おばあさん(C さんの義母)が義姉さんに最後の方は
よくしてもらった」っていう話を時々聞いたからって言うから。「じゃあ、あがれば」っ
て言ったら、「いいの？」って言うから「うどんでも食べていけばいいじゃん」って。そ
れからは、ちょいちょい来て、野菜とか作ってるから持って来てくれたりして。ぶどう
とか持って来て、たびたび。仕事の帰りにそれだけ置いて行ったり、来る時は夫婦で来
たりして、・・何回か来たかねえ。 
では、Cさんの語りのこのような回復を含むポジティブな展開は事実和解があったために
生じたものなのだろうか。筆者は、続く３つの C さんの葛藤体験にも同様の展開が生じ
ていることから、「ポジティブなエピソードの挿入」は Cさんの持つ葛藤から抜け出すた
めの独特な葛藤対処の過程なのではないかと考えた。以下に、ポジティブなエピソード
の挿入される展開を持つ語りを示していく。 
【Cさんの葛藤 2：子育て時の苦労】 
Cさんは 2つ目の葛藤体験に子育て時の出来事を語っている。Cさんは娘の夜泣きがひど
く、世話になっていた家を出ていかなくてはいけなくなった。 
娘を抱えて夜はミルクでしょ。泣くんだ、また、その子(2番目の子)が。そんなことがあ
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って、やっぱり私も大変で、いられなくって、それで娘を連れて、どこ行ったっけ。あ、
Yさんっていう人の家を借りて、（うちを）出たよ。 
【挿入エピソード 3：次の家でのいい思い出】それで、そこから、娘を抱えてどこにいっ
たっけ。子どもを抱えて、次の、そこでも機屋だったの、そこの娘さんがね。で、私が
食事の準備するんだけどみんなで食べてさ、そこの娘がね、2人ともいい娘。で、男の 2
人、高校生の子もいたんだけど、みんないい子で。私が作るものを美味しい美味しいっ
て食べてさ。4人だよ。その人たちと一緒に暮らしてて。 
【Cさんの葛藤 3：家族との日常的争い】  
以下からの語りは、現在の生活における葛藤体験である。Cさんは 3つ目の葛藤として家
族との日常的な小さな言い争いについて語っており、例として孫とのけんかとその後の
和解を語っている。 
（例示）孫とのけんか：一回孫ともやったんだけど、「やるか本当に、ふざけるなよ」っ
て、そしたら夕方になって孫も台所に来て、「さっきはごめんね」って。イライラして言
いすぎてって。 
【挿入エピソード 4：孫との和解】「いいんだよ、わたしも感情的になって言ったから。
じゃあ、もう次はやるまいな」って言って。(中略)許さないぞなんて言わない。うん。「そ
うよ、お互いにね、気が立ってたから」って。で、あとは争いをしないで、なるべく仲
良くしようねっていう。 
【Cさんの葛藤 4：病気など身体的衰えに伴う諸事】 
4つ目の葛藤として、病気の体験と身体的衰えに伴ってできなることが増えることの寂し
さを語っている。Cさんは足の老化によって長時間の歩行は困難であり、また数年前から
二度肺がんを発症したため手術し、通院もしている。 
(病気について)それで今は、身体が悪いから、手入れをしながら、子どもたちに手伝っ
てもらいながら、幸せな人生を暮らしてる。＜病気のこととか言われた時って、少しど
きっとしませんか？＞おお、最初はね。 
【挿入エピソード 5：手術時の医師や看護師との楽しいやり取り】手術の時、（右の肺の
手術の時）「何か聞きたい音楽ありますか」って。「ありません、なにもありません」っ
て(笑)左の時はもう慣れたもんだから、2度目だから(笑)「Mさん何か聞きたい音楽あり
ますか」って「演歌でもいいですか」って言ったら「いいですよ」って。「歌手指名もで
きますか」って言ったら(笑)「いいですよ、誰ですか」って、「小林旭」なんて(笑)そし
たら本当にかかってて、あの眠るまでは、かかってたんじゃない。そしたら、麻酔の人
に「あ、Cさんこれ、熱き心だ、いい歌だよねえ」って言って。これで、手術が終わって
2 日目に、今度は主治医の先生に「C さん、小林旭好きですか」って、「うん、私ファン
でね、同年配だからファンでね、昔から」って。そしたら「私も懐かしかったです」っ
て言う、(中略)だから「懐かしいならいいけど」具合悪くなったらなんて(笑)「よかっ
たですよ、私も」なんて言った。 
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(老化に伴いできないことが増えることについて) ＜年取ってくことはくよくよしたり
しませんか＞うん、これは自然現象だから。うん、老化現象はこれだなと。でも、振り
返ると若い時は動けたなあって。＜たまには、思い出したりしますか＞うん。そうだね、
子守をしてた時は、やっぱり歳だよね。だって今はもう孫が大学生なんだもん。年も取
るよね(笑)50歳代でも、足は弱かったね。(中略）徐々に手術のたびに、遠くに行けなく
なったりして、それで今座骨が治ればねえ。 
【挿入エピソード 6：かつて孫の世話をしていた時に褒められた】・・でもよくね、みん
なに褒められたよ。「よく子守をしてるねえ」って。隣のおじさんがさ、表彰されるなら
表彰したいようだねって。そう言う人もいるから、みんな見てるじゃない？  
以上のように、Cさんの葛藤の語りには過去・現在問わず、自分にとって良かった思い出
やエピソードが挿入されることでポジティブな方向に語りが展開し終結していることが
わかる。Cさんは、インタビュー終了時の筆者の＜なんか、良いことが残って、悪いこと
が残ってないって感じしますね＞という問いかけに対し、「うん。悪いことはね、忘れる
ことにしてる」と答えており、「ポジティブエピソードの想起」は Cさんの葛藤対処とし
て活用されていることが考えられた。 
 
このカテゴリーに関して、Aさんの語りではむしろネガティブなエピソードや感覚が残り
やすいことが語られた。それが次の語りである。 
 
Aさん 良いことよりも嫌なことが残りやすい 
【友人たちと出かけたときの疲れに関する語り】〈出かけた時とか、かったるい～って思う
タイプだって〉肉体的な疲れプラス気疲れ。〈なんで、行ったんだろう？って思う？〉つま
らなかった時はそう思うよ。不毛、というか。実りないって時は。〈何時間か一緒にいる中
で楽しい瞬間はある？〉・・・んー、あると思うよ。〈それよりも、残るのは疲れ？〉そう
だね。何より出不精だからさ。鬱の人が外に出られないことをイメージをしてくれればい
いと思う。外になるべく外に出て、そろそろ外に出なくちゃと思って出ると、やっぱり疲
れるなっていう。で、そこで悪いことが起これば、もう絶対出ないなってなっちゃうんだ
ろうけど。そうでもない時でも、疲れたなって思うよ。 
 
このことから、「自己へのポジティブな評価」と同様に、ポジティブな経験をしてきたこ
とが葛藤のある生活を支えている可能性があるだけでなく、それが蓄積され想起される過
程の重要性が示唆された。ネガティブな経験や出来事を想起しやすい A さんの語りと比較
すると、ただ良い経験や思い出を持つだけでなく、それを想起できることが重要であると
考えられた。 
 
6．諦め 
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 諦めとは「その葛藤があることや、他のこだわりを諦めて生活する」という行動である。
分析の結果、この行動は Cさん、Dさんに見られた。典型的な語りとして、以下に Cさんと
Dさんの語りの例を示す。 
 
Cさんの諦めの語り：自分の運命だと思う 
【親戚関係の葛藤について】 
で、そういうこと(親戚関係のいざこざがあり、家を出たり転々としたり)もしたけど、そ
れはそれで自分の運命だと思えば、なんでもないじゃん。（子どもたちに）惨めな思いもさ
せたと思うよ。お金がないから、そんなにいいものも買ってあげられないし。その時はそ
れでして、で、支払いが終わって。42 か？全部。で、今度は内職したりして、ちょっとお
金が回ってきたから、その時は買い物に行って、少し高いものを買えるときもあった。そ
してまた、お金も欠乏したなって思えばさ、安いものでも平気(笑)それでもなんでもない
から。 
 上記の語りの例は、親戚関係の葛藤に関する Cさんの語りである。Cさんは親戚関係のい
ざこざの中でも、身体的な衰えも、自分に起こることは自分の運命だと思えば何でもない
と語っており、葛藤をそれは仕方ないと諦めた上でその時にできることをするという対処
を取っていることがわかる。 
 
Dさんの諦めの語り：味方の存在が諦めを支えたケース 
 Dさんが主に語った葛藤体験は、かつての姑や夫との関係と現在の身体的な老化に伴う歩
行困難である。Dさんの語りでは、特にかつての姑や夫との葛藤において諦めたことが語ら
れており、その諦めゆえに関係を継続してやってこられたことが語られている。 
 Dさんのケースを、ライフストーリー分析の手法を参考に、以下で分析する。 
【Dさんの葛藤 1：姑との関係】 
これは D さんにとって人生の中で最大の困難と苦痛を伴った経験であると考えられる。
女学校を卒業してすぐに嫁ぎ、姑にこき使われるような形で忙しく家事と仕事をする
日々であり、お姑さんの疑り深さや罵倒に耐え、舅と姑両方を看取るまで看病もした。 
 この姑との関係での苦しい体験は、次の 3つの内容を主にして語られていた。以下が D
さんの姑との関係に関する語りである。 
【こき使われるような忙しい日々】 
姑さんとすればね、色んなことやってもらいたいんじゃない？朝起きてさ、人がいなか
って、手伝ってくれる人がいないから、しょうがないから、朝起きると早く起きて、診
察室の方で掃除をして、そして今度は家の方に来て、今度は家の掃除と朝ごはんの準備
をして、で、みんなに食べさせて、お弁当持たせて、それで終われば、自分のご飯を食
べないこともある。患者さんが来たりすると、その足で薬局入っちゃうでしょ？それで、
時計を見て 11時半くらいになればソワソワ、お昼の仕度しなきゃいけないでしょ？だか
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ら、ちょっと暇を見てこっち来て、お昼を食べて、また薬局へ入って。だからもう、忙
しいったらない。(中略)（実家には）たくさん女中さんがいたからね。だから、私ので
きる仕事なんかないわけ。で、ここのうちに来たらさ、掃除もやれ、何もやれ、食事の
支度もやれ、薬局もやれなんて言ってさ。 
【窃盗などの容疑をかけられる】何か物がなくなると、私のせいにするじゃん。「他人は
お前だ」って言う。（中略）主人は何も言わないよ。母親だから。もういやだ、もう本当
に嫌だったね。 
【姑さんのやきもち】近所の人がね、長男をね「まあ、おじいさんにそっくり」って言
ったんだって。もうそれからね、長男がおじいさんに似てるからね、「おじいさんの子だ」
なんて。それはさ、（みんなは）お世辞で言ってるわけでしょ？それをね、言われたって
言ってね、「おじいさんの子だ」って言うのよ？それでね、もうわたしに食ってかかって
くるから。（中略）ヤキモチばっかり妬いてるの（笑）なにしろ、息子を取られたってい
う気持ちが強いのよ。嫁に息子を取られたって。 
その中で、Dさんは用事で実家に帰省したまましばらく帰らなかったり、そのまま帰らず
に出ていこうと考えることもあった。 
〈よくそこをやってこれましたね〉ね。だから、うちに何回か帰ったよ。うん、あんな
うち、もう離婚になったってなんだっていいからもう嫌だって言って行ったの。 
しかし、この時も結局夫側の親戚の者が実家まで迎えに来たため帰っている。 
そしたらね、主人の妹の旦那がね、連れに来たの、私を。「そんこと言わないで、姉さん
帰って、穏便に済ませた方がいいから。姉さんだって、ここにいたって、今はいいけど
長い間だと、どうしたって戻ったってことで色々みんなにも迷惑かけたりすることもあ
るかもしれないから、なんとか辛抱していてもらいたいよ」ってね。 
このような話は繰り返し語られており、例えば、お産で帰郷したときも帰らないことが
あったが、結局は戻ったエピソードも語られている。 
1ヶ月くらい帰らなかったことがあって、そしたら「子供を返してよこせ」なんて言うん
だよ、おばあさんがね。いきり立ってね。お産した後ね、なかなか帰らなかったのよ。「帰
る気がないなら、子供を返せ」なんて、こう言うの。そういう言い草。「お前なんか帰っ
てこなくてもいい。子どもだけ返せ」ってことでしょ？ 
【Dさんの葛藤 2：夫婦関係】 
また、これと合わせて夫婦関係における葛藤も語られている。姑のやきもちがあったた
め、Dさんが姑との関係で苦労しているときも Dさんの旦那さんはDさんの味方をしたり、
2人の仲介をする等できなかった。その中で、夫婦の小さな喧嘩や不満に思う気持ちは少
なからずありながら夫婦関係は続いていた。 
その例として、Dさんは姑と舅が介護の末に亡くなり一段落したころの夫婦喧嘩を語って
いる。 
（例）夫婦喧嘩：夫婦の間でもさ、喧嘩することはあるよね。だからその時に、「わたし
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はもうこの家に必要がないようだから、いつでも出て行くから」ってそう言って、「じゃ
あもう別れましょう」なんて言って、私もね。息子がこんだけ立派になってれば、私に
もう役はない、終わったからもう弟が隠居所が空いてるから、いつでも帰っていいって
言うから、もういいよ、離婚しよう」なんて言って、そしたら、長男が「お父さん、僕
は離婚するならお母さんの方に行きます」なんて。そしたら、次の息子も、「あんたは医
学部で月謝を払ってもらわなきゃならないし、お金もかかるんだから、お父さんの方に
いなさい」っていったら、「いや僕も、悪いけど、お母さんと一緒に行きます」なんて(中
略)その話の次の日にね、娘が来る予定だったのね、結婚してたから(外にいて)。それに
も、また連絡して日を改めればいいんだからって。 
【立ち直りにつながる展開：葛藤的人間関係で生じた諦め】 
Dさんはこの 2つの葛藤体験の対処として「諦め」を語っている。Dさんはこのような家
族関係の苦しみの中で実家に帰ったり、離婚を持ちかけるなど様々な対処を試みてもが
きながらも、その生活を続けることを選び続けている。これについて D さんは「諦め」
を語っている。また、それは現実への降伏ではなく、父の助言や息子たちの存在によっ
て支えられた諦めであると考えられた。 
【生じた諦め：姑との関係において】 
〈お姑さんに何か言われたら、どうしてたんですか〉何も言わない。黙ってる。言えば、
それこそ火の車になって怒るからね。うん。黙ってる。〈どうしてお姑さんとのそういう
関係の中で、やってこれたのかなと〉もう諦めたのね。やっぱりね、年寄りには勝てな
い。ある程度ね。 
だって、父がね、わたしがずっとおばあさんで苦労してること知ってるでしょ？だけど、
「おまえ、絶対におばあさんのことな、仕返しに言うじゃないぞ、黙ってやってやれ」
って言ったのよ。だから、わたしもそんなこといちいち言うのも嫌だから、「わかってる
よ、お父さん」って。「なにも言うじゃないよ、そういうことに関しては」「言わないよ」
ってね。(中略)(姑の介護の時)その時にも言われた。「お前が我慢して、ちゃんと面倒見
れば、お前は人から後ろ指さされないからね」って。「おばあさんをたててね、昔を思い
出して悔しいこともあるかもしれないけど、ね、おばあさんにはそのことは言わないで。
おばあさんの言うなりに看てあげなさい」って、父に言われた。ああ、世の中ってそう
いうものかなって思ったけど。 
【生じた諦め：夫婦関係において】 
Dさんはこの時、旦那さんが話をごまかすのを看過し受け入れている。 
〈（離婚の話に関して）旦那さんはなんて？〉「明日娘も来ることだし・・」なんてうや
むやなこと言ってた。「まあまあまあ」なんて言い出して、「娘のこともあるから、お前
があっち行ったら娘もかわいそうだから」って。・・そういうことがあったね。一回だけ。 
〈それからはない〉それからはないですね。でも、それだと、うちの中が回らないもん。
私いなかったら。ね？掃除して、家事して、薬局やって、書類もやって。 
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【Dさんの葛藤３：身体的衰えに伴う歩行困難】 
Dさんは 3つ目に現在の生活における葛藤として身体的衰えについて語っている。Dさん
は老化やケガにより、歩行は可能だがスムーズにはいかない。また、そのために足の裏
にタコのようなイボのようなものができており、歩くと痛いと言う。 
足もね、骨折してあったの知らないで、先生がしてないって言ったからね、だけど別の
先生がこれは怪しいぞなんて、そしたら今頃になってそこが痛いでしょ。で、よく見た
らね、そこだけ・・おかしくなってる。そもそも足が悪いんだけど、へこんでるの。骨
が曲がってるでしょ。こっちの足はそんなじゃない。ね。普通でしょ。骨折してたの。
痛かったのよねぇ・・。 
これに対し D さんは現実的対処をとって生活している。この現実的対処を支えるのは同
居する息子たちとの暖かな関係と気遣いであり、Dさんはそのことを笑顔で語っている。 
（足の裏のタコに）これ(クッションになるパッチ)を貼り付けておくと、(歩く時)直接
当たらないから、クッションになるじゃない？だから痛くないの。これをね、売ってる
のよ 100円ショップで。息子がね、「お母さんが歩く時、痛い痛いって言うから、これな
らいいんじゃない？」って買って来て、全部買い占めて来たって（笑）(中略)息子もよ
く目を凝らして見て来たね、なんて。 
以上のように、Dさんのケースは葛藤経験の中でも、その生活を続けていくことが選ばれ
ている。しかし、その選択は D さんの意思によってのみでなく、続けられないと考える
ときにでも息子や父の存在がいい意味での諦めを生じさせ、回復がその都度生じ、Dさん
が葛藤を抱えたままの生活を続けていくことを支えていた、あるいは支えていると考え
られる。 
 
以上が、Dさんの諦めに関する語りである。 
上述のように、「諦め」は Dさんの語りの葛藤への対処として、語りの中に何度も見られ
ている。Dさんの「諦め」はそれしか選択の余地がなかった時代背景の影響等もあるだろう
が、Dさんの「諦め」を生じさせなければならなかった葛藤対処の過程は、自分の子どもや
父親等の味方の存在によって支えられ、自分を納得させるものにされてきたことが考えら
れる。このことから、「諦め」という葛藤対処の過程は周囲の人間関係の力動や重要な他者
の存在の中で生じてくる場合もあることが考えられた。 
 
以上の結果から、問題に対してとられている対処行動を見ると、従来の研究と同様に、
困難や葛藤に対して問題解決的な対処よりも、回避的な対処行動が主にとられていること
が確認された。また、これに加え、現実に起こってくる借金の返済や身体の痛みといった
問題に対しては適切な対処を対症的に行っていく「現実的対処」という回避的でない対処
行動も見られた。 
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研究 2．生活の中で目指される葛藤対処の方向性：当事者たちのとる対処行動の意図に注目
して 
ここまでで、高齢期以降を生きる協力者が生活の中でどのような問題や葛藤を抱え、そ
れに対してどのような対処行動をとっているかを検討してきた。その結果、①葛藤対処に
おいては、「現実的対処」を行いながら、葛藤の苦しみから一旦でも抜け出す「気晴らし行
動」を持つことが立ち直りにつながる可能性があることが考えられた。また、後者の「気
晴らし行動」においては、単純な回避となってしまっている気晴らし的行動ではなく、そ
の行動を行うことでポジティブな感覚や人との関係を持てることが重要であることが示唆
された。また、②「思考の切り上げ」や「諦め」のような葛藤に向きあい対処しようとす
る直面的やり方以外の方略であったり、「自己へのポジティブな評価」や「ポジティブエピ
ソードの想起」のような自分の中にある過去のポジティブな経験や評価の蓄積が現在の葛
藤を持つ生活を支える可能性のあることも示唆された。 
以下では、個人がある対処行動をとる時、「そこにはどんな意図があるのか」を検討する。
これにより、個人のとる対処行動の意義や機能について検討することを目的とする。 
この点について検討するため、分析 2で見出された対処行動に着目し、質問項目 4「その
ような対処を行うのはどうしてか」に対する回答を分析対象とし、KJ 法に準ずる方法を用
いて分析した。その結果、「自身を取り巻く人間関係の維持」「責任」「自分自身の快状態の
獲得」「日常生活の制限」「希望の保持」の 5 つのカテゴリーが見出され、さらに「自身を
取り巻く人間関係の維持」は「関係の悪化の回避」「良い関係の維持」という 2つの下位カ
テゴリ―に、「自分自身の快状態の維持」は「快さの吸収」「不快の回避」の 2 つの下位カ
テゴリ―に分類された。各カテゴリーと定義は表 5の通りである。 
 
表 6．個人が対処行動をとる意図のカテゴリー 
カテゴリー名 定義 下位カテゴリー 下位カテゴリー定義 
責任 生活での役割や責任を果たすため  
自身を取り巻く
人間関係の維持 
現在ある人間関係の状態が現在の
ままに続くようにするため 
関係の悪化の回避 自分の行動による関係悪化につながる
事態を回避するため 
良い関係の維持 人間関係の良好な状態を維持するため 
自分自身の快状
態の維持 
その行動をとることで自分自身の
快適な状態を得るため 
快さの吸収 自分自身の快的な感情や状態を維持す
るため 
不快の回避 自分自身の不快な感情や状態を回避す
るため 
生活の中の制限 様々に制限のある中で、生活に支障
が出ないようにするため 
  
希望の保持 葛藤のある生活を続けていくため
の希望を持ち続けるため 
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1．責任 
 責任とは、「生活の中での自分自身の役割や責任の意識」であり、その役割や責任を果た
すためにその対処行動をとることを指す。これは主に、「現実的対処」を行う意図として語
られた。 
 この意図の語りは、Bさんと Dさんの語りに典型的に見られた。 
 
Bさんの語り：自分自身の衰退だけでは済まされない状況である責任を果たす 
Bさんは店の経営や借金という困難を抱えながら、店の経営によって支えるべき家族がい
るという責任があり、「現実的対処」の行動が選択されている。B さんは自身の責任につい
て以下のように語っている。 
現状に止まってたら衰退だけだよ。で、しかも、自分 1 人の衰退なら良い、周りを引き込
んでの衰退になっちゃうと、できないの、それはわたしには。まず、一番大事なものをど
うするかだから。全部響いて来るわけだ、何親等まで。その時には全部、子どもに。娘に
は間違いなくいく。親も引き込んでだよね。妹も引き込んで。 
 Bさんは現実的対処を行わないことで生じるであろう衰退が、自分以外の家族も巻き込ん
でのものになることを考えている。家族の中での自分の責任を感じ、その責任を果たすた
めに葛藤対処を行っていることが考えられる。 
 
Dさんの語り１：子どもがいたため、実家での生活を諦めて姑宅での生活を選んだ 
Dさんは姑との関係が悪かった過去のエピソードを語った。Dさんは姑との関係が悪かっ
たために、体調を崩して実家に帰った時などはもう帰らないことに決めるか迷うことが多
かった。Dさんの苦境を知った弟が帰ってきてもいいと言ったこともあり、Dさんは迷いな
がら、姑宅に帰る日を伸ばしてしまうことも多々あった。その中で、それでも姑宅に戻っ
て、姑との関わりを淡々と続け、辛さに耐えていこうと思ったのは子どもの存在があった
ためであった。それが以下のエピソードの中で語られている。 
わたしが盲腸で帰省したときなんかね、1 週間同じおかずだったって。（笑）息子がね、言
ってた（笑）お母さん、まったく、おばあちゃんはね、こんな大きい鍋で里芋の煮っころ
がしを作ってね、それを毎日出すんだよ！なんて（笑）毎日毎日同じおかずなんて（笑）(料
理は)できないの（笑）大きいので一度に作ってね、何回も出して食べさせるって。だから
お母さんが帰ってくるまで毎日だよ、それ。なんて言って。(中略)〈どうしてその(姑宅で
の)生活に耐えられたのか〉どうして・・なんか夢中だったわね。今考えても思い出せない。
あんなことやってたんだと思って。〈やっぱり、その子どもがいたから？〉そうよ、子ども
がいたから辛抱できたし。わたし本当に出て行こうかなと思ったもん。 
療養で実家に帰った Dさんを息子たちが恋しがった。このことは、Dさんに自分の役割や
責任、必要とされる感じを与えたと考えられる。その気持ちに応え、自分の母としての責
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任を果たすため、家に戻る決断をさせたと考えられる。 
 
 また、このような責任の意識は、実際直接的に求められる場合だけでなく、相手の気持
ちを考慮することからも生じることが考えられた。それが D さんが夫婦関係を維持するこ
とにしたときに息子の存在とともに語った意図の語りである。 
 
Dさんの語り 2：自分がいなくなれば、家事等、家を回すのに困るんじゃないかと思い、夫
のずるさをスルーした 
だって、居なくなれば困ると思うのよ？だって薬局やってて、掃除洗濯、年寄りの面倒を
見るでしょ？だから、私が居なくなったら誰がするの？人を雇えば、何万と給料払わない
といけない。(中略) でも、それだと、うちの中が回らないもん。私いなかったら。ね？掃
除して、家事して、薬局やって、書類もやって。 
Dさんは直接に言われたわけではないが、相手や家は自分がいなければうまく成り立ってい
かないことを感じ取り、考慮して自分の行動を選択している。 
 
 以上から、個人がある対処行動をとる時、それは個人が持つ生活における自身の責任の
意識からその行動が選択されていることが見出された。また、その責任は直接的に求めら
れるものばかりでなく、個人が自身の生きる現実の中で自分の責任を感じ取り、関わりを
持つ人間関係や相手のことを考慮して持つ責任の意識から選択されていることも見出され
た。これらの責任を果たすことを意図して、個人の対処行動がとられていることが考えら
れた。 
 
2．自身を取り巻く人間関係の維持 
 自身を取り巻く人間関係の維持とは、「自身を取り巻く関係が現在の状態のまま維持され
る」ことであり、現在ある人間関係の状態が現在のままに続いていくようにその対処行動
をとることを指す。さらに、このカテゴリーは「関係の悪化の回避」と「良い関係の維持」
の 2つの下位カテゴリ―から成っていた。 
 
a．関係の悪化の回避 
「関係の悪化の回避」は自分が別の行動をとることで生じ得る争いなどの関係の悪化を
考慮し、そのような事態を回避するためにその対処行動をとることを指す。 
ここでは、Dさんの姑との関係の悪化を避けたエピソードを引用する。 
 
Dさんの語り：諦めることで、姑とぶつかることで生じ得る関係の悪化を避けた 
〈出戻りして、余計に関係が悪化すると思って、できなかった〉そうですよ。わたしも揉
めるのいやだからね、んー。わたしのことで揉めるのは嫌、他のことならいいけど。わた
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しのことで揉めるなんて・・だから、主人にあんまり私の肩を持ってもらいたくない。(中
略)お父さんが間に入ると、ますます分からなくなる（笑）ややこしくなっちゃうからね。
もういいの、私が悪いことになってればいいんだからって。もうね、うちの中がね、すご
いからね。そうなると。子供のためにも良くないからさ。 
Dさんは姑との関係において、自分が「盗みをした」などの濡れ衣を着せられ、姑から攻
撃される等の生活を「諦め」ることで対処していた。Dさんはこの意図として、そのことで
お互いに譲らない言い争いをしたり、自分が家を出ていくことはうまくいかないと考えた。
それでより険悪に姑との関係がこじれるよりは自分が諦めることで関係の悪化を防ぐこと
がいいと思い、「諦め」という対処行動をとったというエピソードが語られている。 
 
ｂ．良い関係の維持 
次に、「良い関係の維持」はその時点で在る良好な人間関係の状態を維持するために、そ
の対処行動をとることを指す。ここでは、自分が今持っている自分にとって快く感じられ
る関係を維持するために、「思考の切り上げ」をすることが語られた。それが Cさんの語り
である。 
Cさんの語り：孫との喧嘩の後、元の関係に修復し維持するため、喧嘩で言われたことにつ
いて思考の切り上げをしてそれ以上は何も言わなかった 
（喧嘩もするし、その時にはいろいろと言われるが）「いいんだよ、わたしも感情的になっ
て言ったから。じゃあ、もう次はやるまいな」って言って。(中略)許さないぞなんて言わ
ない。うん。「そうよ、お互いにね、気が立ってたから」って。で、あとは争いをしないで、
なるべく仲良くしようねっていう。うん。それから、わたしも余計なことは言わない。 
 Bさんは、日々の家族関係の中で孫と喧嘩をすることもある。その時に、相手が謝ってき
たり、関係の修復をする時には、喧嘩で言われたことや喧嘩したことについてはもういろ
いろ考えないで(思考を切り上げ)、孫と仲の良い良好な関係を維持しようとしていること
が語られた。 
 
３． 自分自身の快状態の維持 
 自分自身の快状態の維持とは、「自分自身にとって快な感情を維持するため」その対処行
動をとることを指す。さらに、このカテゴリーは「快さの吸収」と「不快の回避」の 2 つ
の下位カテゴリ―から成っていた。ここでは、典型的な語りの例として、Bさんと Cさんの
語りを示す。 
 
a．快さの吸収 
 まず、「快さの吸収」はその行動をとることで自身にとって快い感覚を吸収し、自身の快
的な状態を維持することを指す。前者の「快さの吸収」についての語りを見ていく。典型
的語りとして、分析 2でも示した「気晴らし行動」についての Bさんの語りを示す。 
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Bさんの語り：活力になるものの吸収のため、気晴らし行動をする 
「あ、頑張れる」って思う人しか見ないようにしてる「私は生きられる、これよりももっ
と楽なんだ」と思える。テレビ見ててもそうじゃん、本も好きなものしか見ないじゃん。
悪いこともすごく残るけど、ショックなことも、(中略)だから、そういうのはどんどん排
除しようって思うんだけど、排除できてないのが事実じゃん。だけど、(中略)「がんばれ
そう」とかさ「もしかしたら、もう 1 回できるかもしれないとかさ」そう思えるものを見
るようにしてる。 
Bさんは、店の経営や借金という困難に対して一部では現実的対処を行いながら、また一
部では活力の吸収をするために気晴らし行動が必要だと語った。その意図として、Bさんは
「頑張れる」と思えるものを吸収していると語っている。 
 
b．不快の回避 
 また、「自分自身の快状態の維持」のもう 1つの側面として「不快の回避」が見出された。
「不快の回避」は自身に不快になる、あるいは不快な事態を生じさせると考えられる行動
を避け、それが生じないであろう行動をとることで自身の平静な状態を維持することを指
す。これは、前述の「快さの吸収」とは異なり、不快を回避することで自分の平静状態を
維持しようとするものである。次に典型的な語りとして、Bさんの語りを例示する。 
 
Bさんの語り：後悔という自分の感情の悪化の回避するために、思考を切り上げて家族の世
話をすることを選ぶ 
だって、やらなきゃならないんだもん。で、何か頼まれて、可哀想になる時もあれば、い
やな日もあるわけじゃん。家族だから。でも、可哀想に思った時に、あとでこうしとけば
よかったっていうのもいやなの。妹に関しては、あんまりにもなことを言ってくるときと
かやってくる時には言うよ？「自分でやればいいじゃん」って。「知らないよ、そんなこと」
って。言うけど、やることは別に、他人に頼まれて、どうしてもやらなきゃならないとか、
そういうのより全然いい。わたしはもうそういう感覚ね。 
 B さんは、通院がある 70 代の母親や妹の面倒を見なければならない。B さんはこの状況
に葛藤を抱えたときに思考の切り上げをし、いったん考えないようにする対処行動をとっ
ている。Bさんがそのようにする背景には、困っている人を見捨ててしまった後悔という自
分の負の感情を避けようとする意図があることが語られている。 
 
以上から、個人がある対処行動をとる時の意図の一つとして「自分自身の快状態の維持」
が見出された。また、それは「快さの吸収」と「不快の回避」の 2 つの側面が含まれてい
ることが分かった。その際に得る快さは、苦しみのある現在の生活を放棄せずに送ってい
くための活力や希望につながるものであることが考えられた。また、自分のネガティブな
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感情を回避することで、周囲の人間とできるだけ良い関係を維持しようとする意図とのつ
ながるも示唆された。 
  
4．生活の中の制限 
 日常生活の制限とは「様々に制限のある中で、生活に支障が出ないようにするため」に
その対処行動をとることを指す。ここでは、Bさんから「思考の切り上げ」を行う理由が以
下のように語られた。 
Bさんの語り：日常生活に支障が出るため、いろいろと考えるのはやめて思考を切り上げる 
(それは)暇がない、時間がないから。決められた日に、決められた支払いはする。ってこ
とだから、この日のこの時間までにやらなきゃならないって決め事があるから、落ち込ん
でる暇がない 
 Bさんは、借金の返済や家族の面倒をみることについて葛藤を抱えたとき、今やるべきこ
とに集中したり、家族の要求に機械的にでも応えられるようにするために「思考の切り上
げ」という葛藤対処を行うことを語った。このような対処を選ぶ理由として、上記のよう
な「生活の中の(時間的)制限」が語られている。その他の内容として、Cさんから「疲れる
じゃん、自分が。それで損じゃん（笑）(中略)うん。もう、私は世捨て人だから、考えれ
ば。」と体力的・時間的制限が、D さんからは「ほかのことをしようとしたって、何もでき
ないもの。行くところも、なにも(ないし)。それ以外できなかった」と資源的な制限が語
られた。 
以上から、個人が行う葛藤対処はこのような生活の制限の中でも行うことができるため
に選択されていることが示唆された。 
 
5．希望の保持 
 希望の保持とは、「葛藤のある生活を明日からも続けていくための希望を持ち続けるため」
にその対処行動をとることを指す。ここでは、Bさんからは「気晴らし行動」を、Cさんか
らは「ポジティブなエピソードの想起」をすることの意図が語られた。 
 
Bさんの語り：希望をもって生きていくために、気晴らし行動をしている 
希望が持てれば頑張れるかなって思うの。それ以外はないね、ない。(中略)人が「そんな
んで希望を持ってるって言えるの？」って言おうが、いいの、そんなの、どっちでも。希
望がなかったらやめてるよ。ケツまくって、倒産して、全部手放して、楽だもん。逆に。〈希
望がある〉責任もある。…と思うけど、できるかどうかはわからないよ。今はそう思って
る。でも明日はわからない。〈それでも、なんで続けられるんでしょう〉希望があるから。
責任があるから。責任感だけでは生きられないよね。希望もなきゃ、生きられないよね。
希望があるじゃなくて、持てるか持てないか。人から見たら「ないよ、希望なんて」って
言われちゃうよ。だから、自分が希望を持てるかどうか。そこだけじゃない？何か光を探
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し出して、生きることに一生懸命になれるかどうか？だって生きるのってかったるいもん。
疲れるもん。簡単じゃないよ。 
 Bさんは気晴らし行動をする理由として、上述のようにも語っている。Bさんは、明日か
らはどうなるかわからないが、店のことに関しても、家族のことに関しても自分の責任を
果たしていくために責任だけでなく希望を持つことが必要であることを感じており、希望
をもって生活していくために気晴らし行動をしているのである。 
 
 続いて、Cさんの語りは次の通りである。 
Cさんの語り：葛藤の中でも気持ちを落とさないため、人と良い関わりを持てた思い出を想
起し、世の中悪くないと考える 
人間悪いところばっかじゃないよね。そんな(悪い)こと思っても、そんなことないって思
わなきゃ仕方ないじゃんね、そう思わなきゃ。良いところあるじゃんって、思わなきゃ仕
方ないじゃん。 
Cさんは、葛藤の中でも良かった出来事や人とのかかわりを思い出すようにする意図とし
て、上のように語っている。Cさんは老化で以前のようには動かなくなっていく身体や病気
によって手術や通院を余儀なくされる自分の生活の中でも、ポジティブなエピソードを思
い出すことで、物事の悪いところよりも良いところを見て、絶望ではなく快い気持ちで生
活していこうとしていることがうかがわれた。 
以上から、回避的対処行動の意図として、次の 3つの点が見出された。 
第一に、自身の感情の安定を目指すという意図が見出され、先行研究でも述べられてい
た自身の不快感情の安定を目的とした対処行動がとられていることが確認された。 
次に、本研究ではこれに加えて、人間関係の中でも自身の責任の感覚を果たそうとした
り、平和な関係状態を維持したいという意図があることも見出された。このことから、回
避的対処行動は周囲の人間関係への配慮から発生している場合もあることが示唆された。
また、回避的対処行動はどうにもならない事態の中でも希望を維持する機能があることも
見出された。このことから、希望が、完全解決の難しい事態や統制困難な事態に際して、
心理的支えとして重要な働きをしている可能性が示唆された。 
次に、回避的対処は日常生活での様々な制限を理由として取られていることが見出され
た。このことから、回避的対処が日常生活の様々な制限の中でも行いやすいために選択さ
れている可能性が示唆された。 
以上から、これまで一般的には否定的に評価されていた問題に対する回避的対処行動に
ついて、生活内における個人の積極的な意図が見出された。 
 
全体考察 
本研究の目的は、高齢期以降に生じやすい問題とそれに伴う葛藤を取り上げ、①その問
題に対して個人が生活の中でどのような対処行動をとっているのか、②その対処行動はど
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のような意図や意義をもって行われているのかについて検討することであった。この点に
ついて明らかにするために、50 歳以上の女性を対象にしたインタビュー調査を行い、そこ
で語られた個人が抱えている、あるいはかつて抱えていた困難やそれに伴う葛藤への対処
行動とその意義の分析を行った。研究 1 では、研究協力者が語った困難の内容をまとめ、
困難やそれに伴う葛藤に対する個人の対処行動の分析を行った。研究 2 では、研究 1 で明
らかになった対処行動をとる意図や意義を検討した。その結果、個人が行っている葛藤へ
の対処行動として「現実的対処」「気晴らし行動」「自己へのポジティブな評価」「思考の切
り上げ」「ポジティブエピソードの想起」「諦め」が行われていることが明らかになった。
さらに、個人が行っている葛藤への対処行動の意図について検討した結果、「自身を取り巻
く人間関係の維持」「責任」「自分自身の快状態の維持」「生活の中の制限」「希望の保持」
の 6 つの意図や意義が見出された。協力者は、①生活の中での自分の責任を果たす、②自
分にとって快い状態や良好な人間関係を維持する、③生活の制限の中で出来ることをする、
④葛藤の中でも希望を保持するといった意図をもって本研究で見出された対処行動をとっ
ていた。これは、本研究で明らかになった対処行動が、「この生活状況や人間関係の中で暮
らしていかなければならない」という日常生活の制限がある中で、できるだけ快い心持ち
や人間関係と希望を維持して生活していこうという意図をもって行われているということ
である。解決の難しい困難とそれに伴う葛藤を抱える生活を持つ個人は、その現実と折り
合いをつけ、できるだけ快い環境や心理状態で生活していこうとしていることが考えられ
た。 
 以下では、本研究の知見について考察を行う。 
 
(1)不適応に陥らないで生活するための問題解決以外の方法論という視点 
 本研究で見出された回避的対処行動の意図から、回避的対処には、自分の感情や人間関
係を良い状態に維持するというポジティブな意義を持っていることを示すことができた。
また、これに加え、生活の中での自身の役割や責任を果たしたり、生きる上での希望を保
持していくという積極的な意義を持った対処であることも示された。 
このことから、今まで問題に向き合っていないという点で否定的にとらえられてきた回
避的対処行動は、生活の中ではポジティブな意義や積極的価値を持っていることが示唆さ
れた。つまり、回避的対処行動は、良い気分を保って日々を過ごしていくことに重きを置
き、その積み重ねをして生活をしていくことで不適応に陥らずに生活していく、あるいは、
その行動をとることで根本的解決の難しい問題を抱えたままの生活を続けていくための希
望や活力を得るという、問題や葛藤に伴う心理的負担からの立ち直りの一つの方法である
という見方ができる。 
  
(2)リアリティーを持った対処という見方 
 本研究で見出された対処行動は、生じてくる問題に対して適切な対処を(根本的解決につ
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ながらなくとも)対症的に行っていく「現実的対処」や、「気晴らし行動」という回避行動
の一つであったり、「ポジティブな評価や経験の想起」、「思考の切り上げ」「諦め」のよう
な、問題や葛藤に向き合い直面するという方略とは異なるものであった。このような回避
的対処は、一般的に直接の問題解決につながらないためにネガティブに評価されてきた。
しかし、このような対処がとられる意図に目を向けると、このような回避的対処には日常
生活の制限の中でも行うことができるという一種のリアリティーがある(現実にかなった
対処である)ことが考えられた。 
 回避的対処へのこのような理解は、実際の臨床場面での回避的対処の効用と意義につい
て検討するため、問題から遠ざかるやり方を尊重する治療を進めた増井(1987)による理解
と一致している。増井(1987)は、このような葛藤から遠ざかるような対処を「嫌な危険な
感じから遠ざかろうとする一般的な努力」「触れないでおこうとする努力」であるとし、楽
な状態を目指そうとする「素朴な患者の方法論」であると述べており、健康な人から患者
までの多くの人が一般的に用いている方法であるとした。さらに、このような努力は「あ
る意味では Reality を持っている」と述べている。なぜなら、日常生活においてはできる
だけ差し障りに直面せずにいることで保たれている部分が少なからずあるからであり、ま
た、治療場面において（主に治療者側の治療意図から）重視される直面化や言語化、意識
化は日常生活という現実に持ち込むと、日常的な営みを続けようとする当事者にとっては
不都合である側面が少なからずあるからである。これは本研究から得られた知見と一致し
ている。 
 本研究で扱った問題は、根本的解決や統制が困難であることが大きなポイントであると
考えられる。つまり、問題の根本的な解消が望めないために、問題直面的あるいは解決的
な対処のみでは立ち行かなくなる可能性があるのである。本研究の知見は、葛藤を抱える
人々が実生活に取り入れやすく、身体的・時間的など様々に制約のある時に実際的に有効
になり得る対処を描き出したのではないかと考える。 
 
(3)本研究の課題と展望 
以下からは、本研究の課題について述べていく。次に述べる 4 つの課題から、今後検討
すべき点を見出すことができた。 
第一に、本研究の面接協力者は全員女性であった。本研究で見出された行動の意図の内
容は、人間関係の状態や人間関係の中での自分の役割について触れるものが見られた。行
動を選択するにあたり、女性は周囲で関係する人間の気持ちや要求に配慮し、なるべく傷
つく者の少ない行動を選ぼうとする傾向があり、普遍的正義と個別化を基本とする男性と
は異なる倫理観や道徳観を持っている可能性が指摘されている(ギリガン，1986)。そのた
め、男性を対象として研究を行った場合、結果に違いがある可能性が考えられる。また、
本研究で扱った問題に関しても、同居している親戚との関係など、生活の大半を家事や子
育て、家族関係の中で過ごす女性の特性が強く関わっているものもあり、抱えている困難
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や問題の内容、その問題への対処、その意図のすべてにおいて男性の結果も合わせて、性
差を検討する必要があると考えられる。 
第二に、本研究で取り上げた問題や葛藤について、次の 2点の限界が指摘できる。まず、
扱った問題が日常的あるいは正常な発達の上でも生じやすい類のものであったということ
である。そのため、本研究の知見が、うつ病などを主訴に臨床場面に現れた患者やより深
刻な人間関係・身体の失調や損傷等の問題や葛藤を抱えたケースでも見られるものなのか、
または別の対処や意図が見出されるのかは更なる検討が必要である。次に、本研究で中高
齢期以降に特徴的な問題として取り上げた、統制困難な出来事や根本的解決の不可能な問
題というのは中高齢期以降のみに見られるのではなく、若者にも起こり得る。これまで、
問題対処の方略やその効果についての研究は主に大学生等の若者が対象となるものであっ
た。それらの研究で主に扱われていた問題は「つらかったことや落ち込んだこと」という
問いに対して思い浮かべられたものである。研究内で問題についての詳細を述べたものは
見られないが、「これまでで 1番つらかったことは何か」ということを大学生に自由記述さ
せた竹内ら（2014）の研究では、割合の大きい順に「学業にかかわる問題」「家族以外の人
間関係の問題」「就職活動」「自身の生活習慣や健康」「時間の余裕のなさ」「家庭内の問題」
「アルバイトにかかわる問題」が挙げられており、これまでに研究で対象とされてきた若
者(特に大学生)が抱えやすい問題は比較的問題解決的アプローチによって対処が可能なも
のであった可能性がある。それらの問題を扱った研究の知見から、問題に対する回避的対
処行動の否定的な見方が述べられてきた。本研究では、中高齢期以降では統制困難な問題
が多く、回避的な問題対処行動が見られやすいということを述べて、研究を進めてきたが、
そもそも中高齢期以降には問題がどんなものであれ回避的対処がとられやすいのか、それ
とも抱えやすい問題や困難が統制の難しいものであるために回避的対処がそられているの
かということは本研究の知見からは述べられない。今後は、扱う問題の内容や特徴を明確
にしたうえで、問題対処が可能な問題に対する中高齢期以降の者の対処行動や、根本的解
決や統制の困難な問題を抱える若者の対処行動についての検討が必要であり、本研究の知
見が述べられる範囲が中高齢期以降という時期なのか、それとも根本的解決や統制が困難
という問題の特徴によるものなのかを正確に検討していく必要がある。 
第三に、失調や適応感等を示す指標やデータの必要性である。本研究では主に、効果的
に機能していると考えられる回避的対処行動を取り上げることを目指した。そのため、途
中で A さんは効果的な対処を持てていないケースとして扱うこととなった。しかし、効果
的に行われている回避的対処の意義や機能についての知見の精緻化を目指すなら、個人の
生活での失調や適応の程度を示す検査の得点などの指標があることが望ましく、さらなる
検討が必要である。 
 第四に、問題からの回避をすることで、人間関係の更なる悪化が生じたり、抱えている
困難や問題の深刻化につながる危険性があることも念頭に置く必要がある。本研究の結果
は、回避的対処行動のポジティブな一側面を示したものであり、回避的対処行動がどのよ
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うな場合においても普遍的に機能的な対処行動であるという見方は取りがたい。回避的対
処行動が意義を持つのはどのような場合に関してか、またどのような場面においては意義
を持たないのかについて、様々な側面から、更なる検討が必要である。 
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